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Ｃｈａｐｕｔｅｒ13　芸術表現としてのアニメーションの世界

○本日の紹介予定作品

1.「アニメーション入門」短縮版上映13分

2.チェコのアニメーション（上映26分）

　ヘルミナ・ティルロヴァ「おもちゃの反乱」部分上映3分

　ブジェチスラフ・ボヤル「ライオンと歌」部分上映3分

　ヤン・シュワンマイケル「闇・光・闇」部分上映5分

　アウレル・クリムト「落下」全編上映15分

3.ロシア（ソビエト）のアニメーション

　　ユーリー・ノルシュテイン「話の話」（部分上映10分）

4.日本のアニメーション（15分）

　瀬尾光世「桃太郎の海鷲」部分2分

　大藤信郎「マレー沖海戦」部分2分　「くじら」部分2分

　岡本忠成「おこんじょうるり」部分5分

　川本喜八郎「火宅」部分5分

　　久里洋二「人間動物園」全編上映5分　
	授業評価アンケート


【授業評価アンケート】　

　「授業評価アンケート」に、授業コードほか必要事項を記入のうえ、マークシートの該当欄にマークしてご提出ください。裏面の記述式回答にも、ご回答ください。
　
2008年度「映像表現論」の授業コードは13323です。
　○「その他の質問事項」の設問（下記の質問事項を転記する必要はありません）

　(1)　この授業を受けたことで、映像（テレビや映画など）の見方がより深くなった。
  (2)　授業中の映像教材の上映は興味深く、きちんと「見て」、「感じる」ことができた。
(3)　この授業の出席のとり方、その評価の仕方については妥当なものであった。
